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２年次教員と中堅教員によるクロスセッションについての一考察
ー校内研修の活性化及び教員の資質・能力の向上をめざしてー

Joint Training Sessions for Early and Mid-Career Teachers:
Improving Quality of in-school Training Workshops and Teaching Skills

研修課 指導主事 西 䕃 説 子 NISHIKAGE, Setsuko

【要旨】 ２年次教員と中堅教員（注１）に対して，授業研究及び指標（注２）を基に，経

験年数等を解いた小グループで協議する研修（以下，クロスセッションと表記）を実施

した。これは，２年次教員と中堅教員それぞれのキャリア段階における学びを促進する

とともに，各校における校内研修の活性化を図ることを目的としている。「教員は学校

で育つ」と言われるように，職場での同僚性と協働性を基盤としたＯＪＴを通じて，日

常的に学び合う校内研修の充実が重要である。校内研修の活性化を促し，教員の資質・

能力の向上を図るために実施した，クロスセッションの有効性について考察した。

【キーワード】 クロスセッション，校内研修の活性化，教員の資質・能力の向上，

２年次教員，中堅教員，キャリア段階，指標，授業研究

１ はじめに

和歌山県では，ベテラン教員の大量退

職に伴う教員の大量採用が続いている。

これにより，各学校における若手教員の

増加は著しく，年齢構成の不均衡が生じ

ている。

図１は，平成28年度における本県の小

学校及び中学校教員の年齢構成と，その

全国比を表したものである。折れ線で示

す全国比とは，全国の小学校及び中学校

教員それぞれの年齢構成の割合を本県の

人数に当てはめたものである。本県では，

50代後半の教員の割合が全国に比しても多

いため，今後も数年間は若手教員の大量採

用が予想される。また，本県の特徴として，

全国と比して中堅教員の少なさが顕著とな

っていることがわかる。そのため，学校組

織における年齢構成の不均衡が生じてい

る。

学校現場では，上記の理由により世代交

代が著しく進んでいる。そのため，これま

でベテラン教員，中堅教員が担っていた重

要な職務を若手教員が担っていかなければ

ならない状況が生じている。また，かつて

は多くの学校で行われていた先輩教員から

若手教員への指導技術等の伝達が困難にな

っている。

２ 研究の目的と方法

本稿では，校内研修の活性化を促し，教

員の資質・能力の向上を図るために実施し

た，クロスセッションの有効性について考

察する。

最初に，校内研修を活性化することの意

義について述べる。次に，本県の校内研修

の活性化に係る取組と指標について整理す

る。その後，和歌山県教育センター学びの

丘（以下，当センターと略記）で実施した，

クロスセッションの成果と課題から，その

有効性について考察する。

図１ 和歌山県の小・中学校教員の年齢構成 平成28年度学校教員統計調査（文部科学省）から作成
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３ 校内研修について

中央教育審議会答申（2015）「これから

の学校教育を担う教員の資質能力の向上に

ついて」においては，「教員は学校で育つ」

（※１）ものであり，同僚の教員とともに

支え合い，ＯＪＴを通じて，日常的に学び

合う校内研修の充実を図ることの重要性を

指摘している。

校内研修は，若手教員にとっては授業実

践力や生徒指導力等，業務を遂行する上で

必要となる具体的な指導力等を学ぶ場であ

るとともに，ベテラン教員にとっては自ら

の教育実践を改めて振り返り確認する自己

省察の場となる。また，中堅教員にとって

は，若手教員の指導の機会になるとともに

ベテラン教員の取組から新たな気付きを得

る機会となる。校内研修の活性化を図るこ

とで，若手教員の資質・能力の向上をはじ

め，中堅教員，ベテラン教員それぞれのキ

ャリア段階における学びにつながる。

また，校内研修を組織的に行うことによ

り，教員間で組織目標の共有化や同僚性・

協働性の醸成が進み，学校の組織力向上に

大きく寄与することが期待される。

松島・佐瀬・根本(2007)によると，「校

内研修は『個々の教師力を結集したチーム

による学校力向上の取組』であると同時に，

『学校のチーム力を活用した個々の教員の

教師力向上に向けた取組』という両面性を

持つ」（※２）ことを述べている。

また，松島・佐瀬・根本(2007)は，校

内研修は自校の教育課題を解決するための

方策・方略を見つけ出すという目的をもっ

て，意図的・計画的に実施するものだと述

べている。

校内研修においては，学校や子供，教員

が置かれている状況やニーズを把握し，そ

の改善に向けて，ＰＤＣＡサイクルを基本

としながら課題解決を図る必要がある。そ

の際，課題解決に向けた行動は，学校や子

供，地域の実態に根ざしたものであるため，

日々の授業などにその成果が反映されやす

い。よって，教員自身が学びの成果を実感

しやすく，教員の学ぶモチベーションにつ

ながる。

こうした課題解決の過程では，教員によ

る対話を基に，新しい気付きが生まれたり，

思考の活性化が図られたりする。対話を通

して，教員の経験知は言語化され，指導技

術等の伝達は促進される。経験知を言語化

する過程で，自身のこれまでの行動に科学

的根拠を見いだすこともある。あるいは，

正しいと思い込んでいたが実は間違ってい

た持論に気付くこともある。その気付きは，

教員の日々の実践に変化をもたらし，子供

の変化を実感できれば，新たな学びへとつ

ながっていく。

コルトハーヘン（Korthagen，2010）は，
教師の専門家としての学びにおける基本原

理として，次の３つを挙げている。

教師の専門家としての学びは，

①学習者の内的な必要性を伴うとより

効果的になる。

②学習者の経験に根ざすとより効果的

になる。

③学習者が自身の経験を詳細に省察す

るとより効果的になる。（※３）

省察を通して，自らの経験から学ぶスキ

ルを獲得したなら，成長し続けることがで

きる。これは，「学び続ける教員」である

ために重要である。

また，社会が目まぐるしく変化するなか，

子供たちは生涯にわたって学び続ける必要

がある。そのため，子供たちに，主体的に

問題解決に取り組み，自身の経験から学び，

自らの成長を方向付けられるような力を付

けさせる必要がある。この点においても，

教員が省察のスキルを発達させることは重

要である。教員が子供たちの良きロール・

モデルとなり，学び続ける姿勢を示すこと

は大きな意味を持つ。

４ 本県の教員育成指標

平成28年11月の教育公務員特例法の一部

改正に伴い，養成，採用，研修を通して教

員のキャリア段階に応じた学びや成長を支

えるため，本県においては，教員育成協議

会を設置するとともに，「校長及び教員と

しての資質の向上に関する指標」を策定し

ている。

指標では，教員のキャリア段階を「基礎

形成期（１年目～３年目）」，「伸長期（４

年目～10年目）」，「充実期（11年目～20年

目）」，「貢献期（21年目～）」の４つに分

け，各段階において教員として身に付ける

べき資質・能力を設定した。加えて，「養
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成期」の指標を「０段階」とし，養成段階

で身に付けておくべき資質・能力を明記し

た。この「養成期」の指標は，本県が求め

る教員の着任時の姿であり，養成，採用，

研修の円滑な連携を図ることを目的として

いる。

各キャリア段階でどのような力が求めら

れているのかを確認し，必要となる学びを

自ら見いだす道しるべとするため，教員と

して身に付けるべき資質・能力を，「授業

実践力」，「生徒指導力」，「マネジメント

力」の３つの柱で設定した。また，各キャ

リア段階の資質・能力が身に付いた状態と

はどのようなものなのかイメージできるよ

うに，「めざす具体的な姿」として，その

具体例を示した。

「教員は学校で育つ」という原理を踏ま

えて考えると，指標が各学校の校内研修等

で活用されることは不可欠である。校内研

修での，より効果的な活用を通して，体系

的な教員育成及び職能開発について共有す

ることができ，学校組織として重点化して

取り組む内容を方向付けることもできる。

当センターでは，指標を活用した校内研

修例（図２）を短時間で実施できる研修パ

ッケージとして提案し，ウェブページに掲

載している。

図２ 指標を活用した校内研修例

この活用例は，キャリア段階の異なる複

数の教員で，各自のキャリアを振り返った

後，先輩教員が自身の成長する契機となっ

た体験を語り，協議のまとめとして，各自

の目標設定を行うというものである。

金井（2002）は，仕事経験における人の

成長・発達に関して，自身が大きく成長で

きたという契機を「一皮むけた経験」とし

指標を活用した校内研修例

【方法】

・話し合うテーマを決める。

例えば、「授業実践力」など。

・自身の実践を振り返り、指標の上

に、自分の位置を記してみる。

・より実践力を高めるための手立て

について、世代を超えて話し合う。

・ベテラン教員や中堅教員は、自身

の力量が向上した（一皮むけた）

経験を、若手教員に伝える。

・どの教員も、さらに成長していく

ための機会とする（メンターチー

ムとしての機能を生かした研修）。

【効果】

・各教員の実践の省察につながる。

・知識、技術等の伝達につながる。

・同僚性と協働性を高め、チームと

しての学校の力を強める。

ベテラン教員

若手教員
（６年目）

中堅教員
若手教員
（初任）

校長先生 教頭先生

指標の活
用（例）へ

て紹介している。これによると，人の成長

は，漫然と漸進的に進むのではなく，ここ

ぞというときに質的に大きくジャンプする

場面があるとしている。また，「一皮むけ

た経験」と勤続年数の間に規則性が発見で

きない反面，年齢に関係なく「一皮むけた

経験」が生じたことを示しており，会社や

職場は，人が継続的に成長する場であると

述べている。

若手教員にとっては，先輩の経験を聞く

ことが間接的な体験になるとともに，未来

への見通しをもつ契機となる。また，経験

を語る先輩教員にとっては，更なるキャリ

アアップに向けて，内省したり表出したり

する場となるため，次なる自身の目標設定

につながりやすいと考える。

５ 本県の教員研修体系

（１）初任者研修

本県では，新規採用から３年間にわたっ

て教員を育成する基礎形成期の研修を実施

している。

初任者研修における校外研修では，平成

25年度から，「授業づくり」，「学級経営・

生徒指導」について重点的に取り組む研修

内容に変更した。また，初年度の研修を基

にして取り組む「教育課題研究」を軸とし

て，２年次研修及び３年次研修を設定して

いる。

特に，「授業づくり」については，10分

程度の模擬授業と研究協議を組み合わせた

演習を複数回にわたり実施している。自身

が担当する教科の模擬授業に限らず，校種

に関係なく全員が小学校の国語科や算数科

の教材を用いた模擬授業を行ったり，グル

ープで一つの授業を組み立てたりする機会

を設けている。こうした研修を通して，初

任教員は授業づくりの視点を校種や教科の

専門性を越えて共有し，協議することの意

義を学ぶ。

模擬授業による授業検討は，短時間での

実施を前提としているため，ポイントを絞

って協議を進めなければならない。また，

初任教員には多種多様な助言よりも，焦点

化された少数の助言の方が混乱もなく効果

的であると考えられる。「授業づくり」の

研修で学んだことが校内研修等で活用され

ることで，初任教員の資質・能力の向上と

ともに，不断の授業改善を推進する文化の
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定着につながることを期待している。

初任者研修に当たっては，講義・演習等

と初任教員の所属校での教育実践を往還さ

せることで，初任教員の省察を促す仕組み

を取り入れている。また，自身の日々の実

践について，「振り返る→考える→気付く

→活かす」という流れを大切にしている。

そのため，講義は要点のみの提示に努め，

個人ワークやグループ協議等の時間を確保

している。講義者や指導主事は，カンファ

レンス機能（注３）が働くよう留意しなが

ら指導助言を行っている。

（２）中堅教諭等資質向上研修

平成28年11月の教育公務員特例法の一部

改正に伴い，本県においても「１０年経験

者研修」の名称を「中堅教諭等資質向上研

修」に改め，学校組織の中核を担うミドル

リーダーの育成を中心に据え，次のような

コンセプトを基に２年間にわたって実施し

ている。

【中堅教諭等資質向上研修のコンセプト】

①本県の教育課題に対応し，教職経験の積み

重ねとともに求められる，学校内での役割

の変化に対応するための中期キャリア目標

の設定とキャリア発達を促す研修

②職場における同僚性や協働性を高め教育活

動の中核となって学校組織を活性化するミ

ドルリーダーの育成

③学校の教育課題に対応した校内研修を推進

するための手法・技術を身に付けたミドル

リーダーの養成

各学校においては，若手教員の指導力向

上は喫緊の課題となっている。若手教員を

育て伸ばしていくメンターとしての役割，

若手教員とベテラン教員とのつなぎ手とし

ての役割を担うミドルリーダーの育成は不

可欠であり，その役割を担うのが中堅教員

である。

中堅教諭等資質向上研修では，ミドルリ

ーダーとしての資質・能力を効果的に向上

させるため，校内研修と校外研修を往還す

る仕組みをとっている。

具体的には，校外研修で学んだことを

校内に還元する仕掛けとして，「校内研修

会の運営実践」を設定している。中堅教

員が，共通研修で模擬的に体験して学ん

だ「生徒指導」「危機対応」「授業改善」「学

校改善」等について，基本的な考え方や

校内研修で使える手法を所属校に持ち帰

り，その手法を用いた校内研修を実際に

企画し，運営する。その後の校外研修に

おいて，運営実践の成果等を発表・共有

する機会を新規年度と継続年度のそれぞ

れで設けている。

中堅教員自身が，管理職及び主任等の指

導・助言を受けながら，所属校の課題を踏

まえつつ，校内研修会の企画・運営におい

てリーダーシップを発揮することは，学校

運営に参画しようとする中堅教員の育成に

おいて重要な契機となる。

また，若手教員の指導力向上のために

は，中堅教員によるメンタリングやコー

チングが重要となる。この点においても，

若手教員やベテラン教員を巻き込んで実

施する「校内研修会の運営実践」は，職

場における同僚性や協働性を高めるとと

もに，学校組織の活性化に資することを

期待している。

６ クロスセッションについて

（１）目的

基礎形成期に当たる２年次教員と充実

期の初期に当たる中堅教員が，それぞれ

の経験知を基に，相互作用により成長を促

進する機会を設定するため，「経験年数等

を解いた小グループを編成し，それぞれ

の教育実践を読み解く場」として，クロ

スセッションを行う（図３）。

図３ クロスセッション説明資料の一部

町支（2015）によると，教職11年目の中

堅教員は，「困難を乗り越え，成長につな

がった経験」（※４）を認識しているという。

クロスセッションとは

2年次研修 中堅研修（新規）

初任者研修

３年次研修 中堅研修（継続）

経験年数等を解いた小グループを編成し、

それぞれの授業実践を読み解く場

教育支援事務所×和歌山市×教育センター学びの丘

クロスセッション
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さらに，町支（2015）は，若手教員が成長

する上で，最もその支えになるのは先輩教

員であると述べている。初年度の研修を終

え，主体的な学びが求められる２年次教員

とメンターとしての役割を担う中堅教員に

よるクロスセッションが，校内研修を活性

化するために効果的であると考えた。

運営には，各教育支援事務所（注４），中

核市である和歌山市教育委員会及び当セン

ターの指導主事等が関わった。

（２）対象

平成30年度に実施したクロスセッション

の対象者数は，表１のとおりである。

表１ 対象者数

２年次教員 中堅教員

小学校 138名 104名

中学校 76名 47名

高等学校 28名 34名

特別支援学校 30名 34名

合計 272名 219名

※中堅教員には，和歌山市及び和歌山大学附属

学校の中堅教員を含む（注５）。

（３）内容

本クロスセッションは，表２のとおり

平成30年７月30日（月），31日（火）の２

日に分けて実施した。

高等学校及び特別支援学校は１つの会場

で校種別に，小学校及び中学校は各教育支

援事務所及び和歌山市教育委員会の各指導

主事等が運営に関わりやすいよう会場を地

方別に分けた。

表２ 地方別会場の受講者数

※日程の取り替え等により，上記の人数で実施。

図４のように，午前は２年次研修，中堅

教諭等資質向上研修それぞれの研修内容

を，午後はクロスセッションを行った。

２年次研修では，午前に学校安全につい

ての講義・演習とともに，これから自身が

目的意識を持ち，主体的に進めていかなけ

ればならない課題研究について説明する時

間を設定した。

中堅教諭等資質向上研修では，午前に校

内研修会の運営方法やファシリテートの心

構え等について講義を行った。特に，「授

業の当事者を大切にした授業研究」という

コンセプトのもと，授業者に寄り添う心構

えで授業を参観し，自分事として向き合っ

て改善策を提案するという方針を確認し

た。

図４ 研修内容

図５は，クロスセッションで実施した２

つの内容を示したものであり，それぞれに

ついて以下で述べる。

図５ クロスセッションの内容

クロスセッションの内容

「授業改善に向けて」
・研究授業
・研究協議
・振り返り

「学び続けるために－指標活用－」
・指標について
・教育実践の振り返り
・グループ協議
・新たな目標設定

それぞれの視点
の違い

･教育実践の省察

･次の一手

研修内容

午
前

午
後

2年次

教育課題研修①

中堅（新規）

共通研修３

・学校安全について

・教職２年目における
課題

・授業改善の理念と
方法

・授業改善に向けて

・学び続けるために－指標活用－

教育支援事務所×和歌山市×教育センター学びの丘
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ア 「授業改善に向けて」

図６のように，小学校第５学年／算数科

「図形の合同」における約10分間の授業動

画を視聴後，付箋を用いたワークショップ

型の事後検討を実施した。

動画は，教員研修ＤＶＤ『授業力の「見

える化」～千葉発：「達人」の授業に学ぶ

Vol.２～算数／小学校５年生』（注６）を使

用した。

図６ 「授業改善に向けて」の流れ

各グループの中堅教員がファシリテータ

ーを務め，協議を進行した。指導主事等は，

必要に応じて介入したり，求めに応じて助

言したりする準備をしたが，これは必要最

小限に留めるものであり，基本的に中堅教

員の進行補助の役割に徹した。

２年次教員と中堅教員では，授業動画を

視聴した際の気付きを書き出す付箋の色を

変え，授業を見る視点の違いが明確にな

るようにした。これにより，それぞれのキ

ャリア段階における授業を見る視点の違

いや経験知の差が実感できるようにした。

協議の内容はワークシートにまとめ，ポ

スターセッション形式で発表を行った。受

講者の全てが発表者にも聴講者にもなれる

よう，２回実施した。また，各人が他のグ

ループの発表で学んだり気付いたりしたこ

とを，所属するグループ内で報告・共有す

る時間を設定した。短時間で効果的に報告

できるよう，発表するための内容を懸命に

メモしている２年次教員の姿が見受けられ

た。

最後に，指導のねらいや授業者の意図を

理解するため，授業者のインタビュー動画

を視聴した。指導のポイントとして，授業

者が挙げている項目を示し，協議を通して

１ 事前確認
１３：３５～１３：５０ 〔１５分〕

２ 研究授業（DVD視聴）・小５算数
１３：５０～１４：０１ 〔１１分〕

３ 研究協議（ワークショップ型事後検討）〔４５分〕

（１） グループ協議 １４：０５～１４：３５

（２） グループ発表 １４：３５～１４：５０

４ 振り返り〔１０分〕

１４：５０～１５：００

授業改善に向けて

の視野の広がりを実感できる機会とした。

イ 「学び続けるために－指標活用－」

図７のような資料を用いて，まず指標に

ついて説明し，それを基に協議を行った。

２年次教員及び中堅教員が，自身の教育実

践を振り返ることで，それぞれの成長を実

感するととともに，今後の展望を見いだす

機会として設定した。

その後，金井（2002）の述べる「一皮む

けた経験」に当たる各人の契機について話

し合った。２年次教員にとっては，先輩教

員の成長の契機を聞くことで，自身の悩み

を解決する糸口を得たり，５年後，10年後

への見通しを持ったりすることができる。

中堅教員にとっては，２年次教員に語るこ

とで自身の教職経験が整理され，次のキャ

リア段階を見据えた目標設定やモチベーシ

ョンの向上につながる。

図７ 研修資料の一部

最後に，各教育支援事務所及び当センタ

ーの指導主事が，次のような点を踏まえ，

まとめを行った。
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・経験知の違いにより，視野は異なる。

・先輩が学んでいる姿から後輩は学ぶ。

・同僚性や協働性に基づくチームで進め

ることに意義がある。

・先輩から教わったことを，後輩に伝え

ていく。

・分からないことがあれば，先輩や同僚

に声をかけ指導や助言を仰ぐ。

・様々な指導方法を自ら学び，子供に応

じて対応する。

・子供に付けたい力を明確にして，指導

や評価を行う。

７ クロスセッションの検討及び考察

（１）ワークシートに見られる傾向

２年次教員と中堅教員がどのような視点

で授業を参観しているか，その違いを把握

するために，ワークシート（図８）のそれ

ぞれの付箋に書かれた内容を検討した。い

くつかの傾向について以下に示す。

図８ ワークシート

・授業者の指導に係る言動等について，

子供のつまずきを見取る方法に着目し

ているのは２年次教員に多く見られた。

一方，子供のつまずきを見取った後の

教員の手立てに着目しているのは中堅

教員に多く見られた。

・授業の流れにおけるポイントについて，

授業の導入時に着目しているのは２年

次教員に多く見られ，本時の目標を達

成するための活動に着目しているのは

中堅教員に多く見られた。中堅教員は，

授業全体を俯瞰して，授業の流れが大

きく変わるところを捉えている。

・算数科では，自力解決に至るまでの過

程において，「どうすれば解けるか」，

「何を使えばよいか」といった解決方

法や手段を確認する場面が重要となる。

この場面を自力解決に向かう要として

捉えているのは中堅教員に多く見られ

た。

２年次教員は授業全体を肯定的に捉え，

良かった点を多く見つけ書き出していた

が，中堅教員は多様な児童生徒をイメージ

し，改善点を多く書き出していた。特に，

「主体的・対話的で深い学び」の視点から，

ペアワークやアウトプットの方法に関する

意見が多かった。

協議中，教態や発問・指示について，賛

否を含めて多くの意見が出されていたが，

「なぜ良いのか」「どんな改善案があるか」

といった理由や改善策について語る中堅教

員の姿がよく見られた。

（２）振り返りシートから

研修終了時に受講者が記入する振り返

りシートの分析と考察を行う。

ア ４件法による評価

２年次教員には，自身の研修目標の達

成度を質問した。次の数値は４件法によ

る評価結果の平均を表したものである。

「それぞれの研修内容について，あなた自身

として，研修の目標を達成できましたか。」

Ａ：十分に達成できた ４点

Ｂ：達成できた ３点

Ｃ：あまり達成できなかった ２点

Ｄ：達成できなかった １点

【授業改善に向けて】ｎ＝266

小 中 高 特 全体

3.56 3.67 3.69 3.52 3.60

【学び続けるために－指標活用－】ｎ＝266

小 中 高 特 全体

3.56 3.68 3.68 3.41 3.59

中堅教員には，教職キャリア形成にお

ける必要性について質問した。次の数値

は４件法による評価結果の平均を表した

ものである。
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「本研修は，あなたの教職キャリア形成にお

いてどうでしたか。」

Ａ：とても必要な内容であった ４点

Ｂ：必要な内容であった ３点

Ｃ：あまり必要な内容ではなかった ２点

Ｄ：必要な内容ではなかった １点

【授業改善に向けて】ｎ＝212

小 中 高 特 全体

3.59 3.56 3.57 3.54 3.57

【学び続けるために－指標活用－】ｎ＝212

小 中 高 特 全体

3.52 3.53 3.55 3.49 3.52

イ 自由記述による受講者の感想

次ページの表３は，振り返りシートに書

かれた感想を研修内容ごとに抜粋したもの

である。

「授業改善に向けて」では，２年次教員

は自身の授業実践力に関して示唆を得たと

いう記述が多く，中堅教員は自身の授業実

践力に加え，授業者や若手教員，学校全体

としての授業力向上に関する記述が多く見

られた。

「学び続けるために－指標活用－」では，

２年次教員は自身の学びが子供につながっ

ているとの思いが見られたのに対し，中堅

教員は子供に加え，保護者，若手教員や同

僚，学校組織につながっているとの思いが

見られた。

２年次教員と中堅教員のこのような視点

の違いは，双方向に刺激し合う良い機会と

なった。また，同期の中堅教員が，学校組

織等についてしっかりとした意見を持って

いることが刺激になったという中堅教員の

感想が多く見られた。

ウ 考察

「授業改善に向けて」では，小学校算数

の教材を扱ったが，小学校のみならず他の

校種においても，自身の授業実践につなげ

ることができたものと考える。特に，中学

校や高等学校では教科の専門性の壁が存在

するため，教科を超えた授業研究が進みに

くい現状も見受けられる。小学校の教材を

扱うことで，本時の目標や評価，目標を達

成するための手立て等，授業構成について

の校種や教科の壁を超えた協議がなされ

た。

また，中堅教員には２年次教員の意見を

引き出しながら，上手く進行している様子

が見られた。先輩教員がロールモデルとな

り，授業研究を深める姿を示すことが，若

手教員の資質・能力の向上にもつながるこ

とを理解し，実践していたものと考える。

「学び続けるために－指標活用－」では，

指標を基に，自身のキャリア段階を踏まえ，

求められる資質・能力を再認識する契機と

なっていた。「授業改善に向けて」で実施

した授業検討の演習から，経験知による視

点の違いを確認したことが指標に記された

資質・能力を身に付けることの重要性を意

識しやすくしたと考えられる。ここで行わ

れた協議においても，中堅教員の２年次教

員に対する影響は大きく，ロールモデルと

しての責務を果たしていた。

（３）学校訪問での聴き取りから

10月から11月にかけて，中堅教員がファ

シリテーターとなり実施している「校内

研修会の運営実践」を参観する機会を設

けた。その際，管理職や中堅教員からクロ

スセッションの実施の効果についての聴き

取りを行った。中堅教員からは，次のよう

な発言があった。

・中堅教員が２年次教員にアドバイスし

ているところを見て，客観的にこれま

でのキャリアを振り返ることができた。

・２年次教員や他の中堅教員との視点の

違いを知り，視野が広がった。

・若手教員と話す機会は多いが，じっく

りと話し合うゆとりがなかった。クロ

スセッションを通して，若手教員の考

えていることが分かった。

・２年次教員がしっかりしていることに

驚いた。もっと若手教員の意見を取り

入れていきたい。

・２年次教員の姿を見て，自分も先輩の

先生方から話を聞いたり，観察したり

し，自身の成長につなげたいと思った。

（４）校長アンケートから

12月から１月上旬にかけて，初任教員及

び中堅教員の所属校の校長を対象にアンケ
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表３ 振り返りシートの記述から（抜粋）

２年次教員 中堅教員

・中堅の先生方は，授業を観る視点も鋭く， ・授業者は，いろんな思いがあって活動させて

同じところを見ていても違った捉え方をさ いるということを改めて感じた。自分ももっ

れていて，学ぶことがとても多かった。 と一つ一つの活動の意味を考えて，授業を組

（小） み立てていきたい。（小）

授 ・先輩方はさっと視点を決め，リーダーシッ ・「授業の当事者を大切にした授業研究」とい

業 プを発揮してくださったので，心強かった。 うキーワードがとても心に響いた。当事者に

改 学び合い活動の在り方が，よく分かった。 寄り添うことで，他人事が自分事に変わると

善 （中） 思う。（中）

に

向 ・校種は違えど，自分自身の授業にも生かせ ・授業改善は自分一人だけのものではなく，学

け る点は多々あり，非常に勉強になった。生 校全体で取り組むべきものであると強く感じ

て 徒の学びのために，多数の手立てがなされ た。学年，教科，学科の壁を越えてやってい

ていた。目標を決めてやっていきたい。（高） きたい。（高）

・視点を決めて授業を見ることで，良い点や ・事後検討をグループで行う中で，人の意見に

改善する点を具体的に考えることができた。 共感的に耳を傾けることは，自分自身の考え

他グループの発表を聞いて，自分では気付 や行動を振り返るのに役に立ったと思う。

かなかったことがあり，参考になった。（特） （特）

・中堅の先生方から，初任や２年目の頃の話 ・経験年数によって求められているものが，指

を聴くことができ，頑張ろうと思うことが 標で分かるので，そういったことができるよ

できた。10年後の自分も先生方のようにな うに努力していきたいという思いが強くなっ

学 れるのかと思った。（小） た。（小）

び

続 ・自らの課題に２年次の先生方が共感してく ・自己の成長には先輩教員のアドバイスや生徒

け れるのが嬉しく，中堅の先生方が「大切な や保護者との関わりが大きく影響していて，

る ことやね」といってくれることで，自信が 周りのおかげであることを痛感している。若

た 持てた。８年後には，自分も更に高みをめ い先生方に少しでも伝えていけるように自分

め ざしていかなければと思えた。（中） 自身も成長したいと感じた。（中）

に

・協議を通して，今，自分が何をすべきかが ・２年目の先生の話を聴いていて，かつての自

指 よりはっきり見えるようになった。今後の 分の悩みと重なる部分もあり，とても応援し

標 教員としての在り方に見通しをもてるよう たくなった。自分も先輩方の話を聴き，前向

活 になった。（高） きに進んでいきたい。（高）

用

・いろんな経験をして，たくさんの引き出し ・学び続けることが，自分自身のためだけでは

を増やし，目の前の課題と向き合っていき なく若い先生方の育成にもつながっていくと

たい。そこで満足せず，「次の一手」まで考 いうことを感じた。（特）

えていこうと思う。（特）

ート調査を実施した。クロスセッションの

実施に伴い，管理職から見て中堅教員の行

動や意識の変容が見られたところなど，自

由記述で回答を求めた。その一部を記載す

る。

・若手教員に指導技術等を伝達する必要

性，伝え方の工夫や配慮に気付いたよ

ううである。

・若手教員の成長を促す立場としての視

点を持った指導を意識するようになっ

た。
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・２年次教員のフレッシュな意見や行動

が，初心を思い出させ，更に意欲が向

上したようである。

・中堅教員にとっては，これまでの経験

を２年次教員に伝える良い機会となり，

２年次教員にとっても良い研修になっ

たように感じた。

・若手教員への関わりや指導がより具体

的になり，ベテラン教員への積極的な

働きかけ等見られるようになってきた。

他にも，中堅教員の若手教員への関わり

方やベテラン教員への働きかけ，校務分掌

の取組等に変化が見られたという回答が複

数見られた。中堅教員が学校組織における

潤滑油の役割を果たしながら，主体的に校

内研修を運営したことや校外研修の受講

等，クロスセッションの実施に一定の効果

があったものと考えている。また，２年次

教員が在籍する学校長からは，「２年次教

員が授業づくりにおいて大いに刺激を受け

ていた」という回答も得られた。

８ 成果と課題

校内研修の活性化を促し，教員の資質・

能力の向上を図るために実施したクロスセ

ッションでは，２年次教員が授業実践力向

上への示唆を得たこと，中堅教員が教職キ

ャリア形成への意欲向上につながったこと

が成果として挙げられる。また，校内研修

においては，限られた時間設定の中で，多

くの教員が意見を交流できる場が求められ

るが，クロスセッションの実施により，校

内研修の一つのモデルを示すことができた

と考える。授業について語り合い，様々な

教授方法を出し合う取組が互いを刺激し合

い，授業研究を進める教師文化の醸成につ

ながっていくものと考える。

一方，「先輩教員と話せる折角の機会な

ので，もう少し時間がほしい」，「生徒指

導や学級経営等に関する内容についても，

このような機会をつくってほしい」という

２年次教員からの要望もあった。限られた

時間の中で協議を深めることができるよ

う，内容の焦点化，協議方法の工夫等が今

後の課題である。加えて，校内研修を運営

するに当たり，具体化につながる仕掛けが

必要である。

また，校内研修にとどまらず，日常の会

話の中で，授業や学級のことについて気軽

に話をし，自然に振り返り，気付きを得た

りする機会を増やすことが重要である。そ

のため，コミュニケーションの契機として

のクロスセッションの在り方を考えていく

必要もある。クロスセッションが校内研修

の活性化や教員間の有益な意見交流につな

がることを望む。

９ おわりに

筆者は，これまで教職経験年数に対応し

た研修（以下，経年研修と略記）に関わる

機会を得てきた。経年研修では，校内研修

と校外研修の往還を図りながら，自身や自

校の課題に継続的に向き合うことができ

る。講義や演習を通して，自身の教育実践

に関する示唆を得たり，協議を通して，平

素の困り感を共有したり，互いに励まし合

ったりできることは，校外研修の利点と言

える。

今後も，校内研修の活性化を促し，教員

の資質・能力の向上につなげていくための

校外研修の在り方について，研究を続ける

必要がある。

最後に，クロスセッションの運営に携わ

っていただいた和歌山市教育委員会及び各

教育支援事務所の皆様に厚くお礼申し上げ

ます。

＜注釈＞

注１ 本県の中堅教諭等資質向上研修（新規年度）

の対象者とする。

注２ 和歌山県教育委員会が平成29年４月に作成

し，平成30年４月に改訂した「教員としての

資質の向上に関する指標」を示している。

注３ 自己の授業実践を振り返り，省察し，初任

者が自身の授業行為の具体的事例を通して対

話しながら，自己を冷静に認識・理解するた

めの「自己洞察」や「自己省察」の営みを促

進する。

（授業の臨床研究（カンファレンス）として

の提案 稲垣忠彦1984）

注４ 本県には，紀北，海草・有田，日高，西牟

婁，東牟婁の５地方に教育支援事務所がある。

平成26年度から，２年次研修及び３年次研修

の運営に携わっている。

注５ 中堅教諭等資質向上研修は，県教育委員会

と和歌山市教育委員会が共同で実施している。

２年次研修は，県教育委員会と和歌山市教育
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委員会がそれぞれで実施している。

注６ 独立行政法人教員研修センター「大学と教

育委員会の連携・協働による教員研修モデル

カリキュラム開発プログラム」（平成24・25

年度）委嘱事業資金により，「初任者・ミド

ルリーダー支援による循環型・発展型研修プ

ログラム（リンクプログラム）の開発」研究

の一環として作成したものである。

（企画・制作・発行責任／千葉大学教育学部

准教授 佐瀬一生）平成26年3月発行
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